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本
稿
は
、
第
一
議
会
か
ら
第
九
議
会
ま
で
衆
議
院
議
員
を
務
め
、
治
水
政
策
を
政
治
課
題
と
し
、
明
治
二
九
年
の
河
川
法
制
定
に
貢
献
し
た
吏
党
議
員
湯
本
義
憲
を
中
心
に
据
え
つ
つ
、
更
党
議
員
（
大
成
会
Ｉ
中
央
交
渉
会
ｌ
国
民
協
会
）
の
性
格
解
明
を
試
み
る
も
の
で
あ
る。初
期
議
会
期
の
史
党
に
関
す
る
先
行
研
究
に
は
、
高
久
嶺
之
介
「明治憲法体制成立期の虹勉」と、村瀬信一二吏党』大
成会の軌郎」がある。
一
同
久
氏
は
地
方
吏
党
的
政
社
の
実
態
と
と
も
に
地
方
吏
党
的
政
社
が
中
央
吏
党
組
織
や
議
会
内
吏
党
と
い
か
な
る
形
で
関
係
を
持
っ
た
か
を
明
ら
か
に
し
、
吏
党
大
成
会
の
実
態
に
迫
ろ
う
と
し
た
。
そ
の
法
政
史
学
第
七
十
四
号
初
期
議
会
期
の
吏
党
議
員
〈研究ノート〉
は
じ
め
に
ｌ
湯
本
義
憲
の
活
動
を
事
例
に
Ｉ
結
論
と
し
て
、
吏
党
は
「
中
立
」
の
名
の
も
と
に
結
集
し
た
代
議
士
集
団
で
あ
っ
た
が
、
一
方
で
意
志
統
一
に
乏
し
く
、
ま
た
藩
閥
政
府
か
ら
の
支
援
が
な
い
以
上
は
「
中
立
」
た
る
建
前
で
し
か
自
己
を
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
と
、
そ
の
不
安
定
さ
を
明
ら
か
に
した□一方
、
村
瀬
氏
は
第
一
義
会
に
お
い
て
主
た
る
争
点
と
な
っ
た
予
算
問
題
を
手
が
か
り
と
し
て
、
史
党
研
究
に
大
き
な
成
果
を
残
し
た
。
従
来
、
こ
の
時
期
の
衆
議
院
は
民
党
対
吏
党
の
対
立
構
造
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
一
般
的
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
民
吏
両
党
の
間
に
は
決
定
的
な
差
異
が
な
く
、
大
成
会
も
民
党
と
何
様
に
政
費
節
減
・
民
力
休
養
へ
の
志
向
を
有
し
て
い
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
両
者
に
は
政
策
実
現
の
緩
急
に
差
こ
そ
あ
る
も
の
の
、
実
際
の
対
立
構
造
は
藩
閥
政
府
対
代
議
士
（
民
党
・
吏
党
）
だ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
小久
保
拓
￣
￣
￣
￣
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た
。
そ
し
て
、
こ
の
村
瀬
氏
の
成
果
を
踏
ま
え
た
佐
々
木
隆
氏
は
、
（３）
吏党を「温和派」と呼んでいる。つまり、大成〈蚕の成立や
活
動
に
藩
閥
政
府
が
関
与
し
て
い
な
い
以
上
、
政
府
の
直
属
政
党
を
意味する「吏党」との呼称は適当ではないということであ
る
。
た
だ
し
、
本
稿
は
野
党
と
し
て
の
民
党
と
の
性
格
の
違
い
を
重
視
し
、
吏
党
と
い
う
表
記
を
用
い
る
こ
と
と
す
る
□
こ
の
よ
う
に
、
高
久
、
村
瀬
両
氏
の
成
果
に
よ
り
大
成
会
の
概
容
は
明
ら
か
に
さ
れ
た
も
の
の
、
特
定
議
員
の
政
治
活
動
を
視
点
に
裾
（４）
こえた吏党の事例研究はいまだなされていない。そこで、本
稿
は
村
瀬
・
佐
々
木
両
氏
の
研
究
成
果
を
踏
ま
え
た
上
で
、
湯
本
義
憲の治水政策を中心とした活動を事例として取り上げたい
と思う。ただし、取り扱う時期は、第四議会までとする。
な
ぜ
な
ら
、
第
五
議
会
に
お
け
る
第
二
次
伊
藤
博
文
内
閣
と
自
由
党
の
接
近
を
契
機
に
、
吏
党
国
民
協
会
が
対
外
硬
派
へ
と
方
向
転
換
し
野
党
化
し
て
し
ま
う
た
め
で
あ
る
□
１
議
員
と
し
て
の
湯
本
義
憲
国
会
開
設
以
前
、
県
会
議
長
を
務
め
て
い
た
加
藤
政
之
助
の
影
響
も
あ
り
、
改
進
党
勢
力
が
強
か
っ
た
埼
玉
県
政
に
お
い
て
、
非
民
党
議
員
は
湯
本
義
憲
の
み
で
あ
っ
た
。
本
節
は
、
そ
の
要
因
を
解
明
す
初
期
議
会
期
の
吏
党
議
員
（
小
久
保
）
議
員
活
動
に
お
け
る
治
水
政
策
る。ま
ず
、
湯
本
が
の
ち
に
吏
党
・
大
成
会
を
選
択
し
た
理
由
の
解
明
か
ら
始
め
よ
う
。
第
一
に
、
湯
本
が
明
治
八
年
に
第
一
三
番
中
学
区
学事会に参加したことを契機として清浦奎吾と交友関係を
（５）
結んだことを指摘しておこう一・済浦奎五口は第一議会期に総
理
大
臣
で
あ
っ
た
山
県
有
朋
に
近
い
人
物
で
あ
り
、
そ
の
山
県
は
治
（６）
水事業を国防と併せて急務と詞恥識していた人物である。さ
らに、大成会には伊藤博文の女婿である末松謙澄がいた□
治
水
と
い
う
国
家
事
業
の
実
現
に
は
、
末
松
が
政
府
と
の
パ
イ
プ
役
に
な
る
と
の
期
待
感
を
湯
本
は
有
し
て
い
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
川
県
と
の
関
係
で
い
え
ば
、
実
際
に
湯
本
は
、
明
治
二
囚
年
八
月
一
七
日
に
、
山
県
が
木
曽
川
改
修
の
巡
視
で
岐
阜
に
赴
い
た
際
、
山
県
（７）
視
察
団
の
一
員
と
し
て
行
動
を
辻
〈
に
し
て
い
た
。
第
二
に
、
湯
本
の
政
治
理
念
を
指
摘
し
よ
う
。
そ
れ
は
、
第
二
回
総
選
挙
に
お
け
る
彼
の
政
談
演
説
か
ら
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
民力休養は国民全体の利益を計るより外なし□国民全
体
の
利
益
は
治
水
上
を
告
げ
る
に
若
く
も
の
な
し
。
筍
も
之
を
為さんには党派に制せられる様なることにては能はざ
れ
ば
、
余
の
脳
髄
に
於
て
は
政
府
も
な
く
党
派
も
な
く
単
に
国
民
全
体
即
ち
四
千
万
同
胞
の
安
危
に
関
す
る
利
害
よ
り
外
（８）
なき□
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湯
本
は
治
水
問
題
解
決
に
よ
る
国
民
全
体
の
利
益
向
上
と
い
う
積
極
主
義
を
指
向
し
て
お
り
、
「
民
力
休
養
・
地
租
軽
減
」
を
正
面
に
掲
げ
る
民
党
の
消
極
主
義
と
は
立
場
を
全
く
異
に
し
て
い
た
。
そ
も
そ
も
民
党
の
減
税
案
は
、
実
は
実
現
困
難
な
も
の
で
あ
り
、
政
府
を
攻
（９）
鑿
す
る
手
段
の
一
つ
に
過
ぎ
な
か
っ
た
□
そ
う
し
て
み
れ
ば
湯
本
の
民
党
入
党
は
あ
り
得
な
い
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
湯
本
は
民
党
と
対
立
す
る
姿
勢
を
取
ら
な
か
っ
た
。
彼
は
政
府
や
各
政
党
が
超
党
派
で
協
力
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
強
く
訴
えた。以上
の
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
「
中
立
・
不
偏
不
党
」
を
叩
え
て
い
た
吏
党
の
大
成
会
こ
そ
湯
本
に
と
っ
て
最
も
ふ
さ
わ
し
い
所
属
先
で
あ
っ
た
。
次
に
、
こ
う
し
た
湯
本
義
憲
の
政
治
活
動
を
支
え
た
同
志
会
に
つ
い
て
触
れ
て
お
く
。
同
志
会
は
、
実
質
的
に
大
成
会
の
北
埼
玉
郡
支
（川）
（、）
部
で
も
あ
っ
た
。
湯
本
は
川
会
の
創
立
期
に
「
地
方
名
幽
ヱ
ノ
上
」
と
し
て
名
誉
会
員
に
推
さ
れ
て
い
る
。
同
志
会
の
創
立
は
明
治
一
一
四
年
三
月
一
円
で
あ
っ
た
。
設
立
の
目
的は、「時事地方町村の問題に関し正理公道を唱揚する事」
で
あ
り
、
ま
た
、
「
会
員
相
互
の
知
識
を
開
発
す
る
事
」
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
川
会
は
政
治
談
義
を
交
わ
す
社
交
団
体
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
な
お
、
川
会
の
代
表
者
で
あ
る
幹
事
長
は
、
湯
本
の
法
政
史
学
第
七
十
四
号
甥
に
あ
た
る
田
島
竹
之
助
が
務
め
て
い
た
。
同
志
会
設
立
か
ら
間
も
な
い
同
月
二
一
Ⅱ
、
湯
本
の
招
聰
で
末
松
謙
澄
が
政
談
演
説
に
赴
い
て
い
る
。
そ
こ
で
末
松
は
代
議
政
治
の
問
題
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。
｜
の
選
挙
区
に
選
挙
権
を
持
て
届
る
者
が
千
人
有
る
と
し
て
其
中
の
過
半
数
と
か
甚
し
き
に
至
て
も
七
八
百
も
同
様
の
説
を
懐
て
居
り
、
又
他
の
一
部
の
少
数
者
が
一
様
の
説
を
懐
て
居
る
。
此
の
如
き
場
合
に
当
て
意
見
の
同
じ
き
者
が
多
数
を
占
め
居
る
に
も
拘
ら
ず
、
却
て
他
の
少
数
者
即
ち
一
一
三
百
人
の
人
の
為
に
（、）
容
易
に
左
右
さ
れ
て
居
る
つ
ま
り
、
活
動
的
な
少
数
派
の
意
見
が
穏
和
な
多
数
派
を
押
さ
え
て
大
き
な
政
治
的
影
響
力
を
発
揮
す
る
と
い
う
問
題
を
指
摘
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
民
党
系
勢
力
を
示
唆
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
末
松
は
そ
の
実
例
と
し
て
、
是
迄
の
所
で
は
其
事
柄
に
就
て
実
際
に
利
害
の
関
係
を
有
し
て
居
る
所
の
人
は
却
て
之
に
関
係
す
れ
ば
面
倒
臭
ひ
、
若
し
酷
い
Ｈ
に
逢
ふ
か
も
知
れ
ぬ
と
云
ふ
や
う
な
考
を
以
て
傍
観
し
て
居
る
人
が
あ
り
。
又
極
め
て
高
尚
に
構
へ
て
居
る
人
は
熱
心
の
働
き
を
し
な
い
。
然
る
に
他
の
一
方
に
於
て
は
無
責
任
の
人
が
集
て
頻
り
に
ワ
ー
ワ
ー
と
喋
ぐ
。
其
喋
ぐ
声
が
高
い
為
に
勝
を
制
（田）
せ
ら
れ
た
事
は
充
分
実
例
が
有
る
二
四
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と述べている。いいかえれば穏和な多数派の有権者による
結束が必要と訴えたのである。末松は、「同志会の如きも
のが有るが為に代議士も後を顧みて大に力を得、議会に出
て、も侍む所が有るからして充分に自分の意見を吐く
（ｍ｝
事力」可能になるとも述べている。
こうして、湯本は穏和な多数派を結集した同志会を選挙
地盤とし、彼らの意向をうけて自信を持って政策実現を目
指したのである。
第一同総選挙時に埼玉県内には五つの選挙区が設けられ
ており、湯本の選挙区は二人区の第四区（北埼玉・大里・
旗羅・榛沢・男衾の五郡）であった。Ｍ区は政争が激し
く、県会または郡会においても、選挙となれば激烈な運動
が行われることで有名な地であった。その要因として、第
一回総選挙では掘越寛介の存在が大きかった□
堀越は板垣退助による民撰議院設立請願の運動に最初に
呼応した人物であり、県内最初の政治結社である通見社を
創設した人物でもあった。掘越が中心となって展開した一
連の自由民権運動により、北埼玉郡は埼玉県政治運動の発
祥地、また自由党勢力の中心地として政争の激しい選挙区
（囮）
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
「時事新報」は第四区の選挙戦を「最も世人の注意せし
初
期
議
会
期
の
吏
党
議
員
（
小
久
保
）
処にて競争者の数もなかなか多く、何れも負けず劣らず競
争するより、単に経歴縁故等に依頼して勝敗を争うは手綴
し
遡
種
々
の
魂
胆
様
々
の
秘
術
を
尽
し
、
上
の
上
、
裏
の
裏
行
く
撒樅」であったと報じている。湯本に関する報道として
（Ⅳ）
は、賄賂疑惑や、湯本の支持者への罵璽一言に対する報復的
（肥）
暴行などがある。これらに対して湯本は、いずれも関係の
｛、）
な
い
こ
と
で
あ
る
と
コ
メ
ン
ト
し
て
い
る
。
民吏両党の衝突する第四区は、財力にものをいわせた票
（卯）
の回貝収活動が激しい選挙区でもあったが、穏和な地主層を
中心とする同志会の支援を受けている湯本は、大きな苦労
（皿）
も
な
く
第
四
回
総
選
挙
ま
で
連
続
当
選
し
て
い
る
。
一
方
、
掘
越
は
第
二
回
総
選
挙
に
お
い
て
経
済
的
理
由
の
た
め
出
馬
を
断
念
し
て
乢腿。湯本の辞職以後も、吏党議員が当選していることか
ら、第四区における同志会勢力の大きさを窺い知ることが
（麹）
できる。
２
治
水
に
関
す
る
建
議
案
本節は湯本の政治課題であった治水政策について検討す
る。明
治
草
創
期
の
治
水
事
業
は
、
近
枇
期
か
ら
の
河
川
普
請
の
「肛櫟」が引き継がれ、地域毎に費用を負担する体系と
二
五
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な
っ
て
い
た
。
近
代
化
に
合
致
し
な
い
と
も
い
え
る
方
策
は
早
々
に
改められ、明治六年の大蔵省無廿達「河港道路修築規則」
に
よ
っ
て
全
国
一
律
の
河
川
管
理
が
実
現
し
た
。
こ
れ
は
利
害
関
係
の
及
ぶ
範
囲
に
よ
っ
て
河
川
等
級
を
定
め
、
三
種
類
に
大
別
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
明
治
八
年
に
は
内
務
省
が
地
方
官
会
議
に
提
示
し
た
堤
防
法
案
の
成
立
に
よ
っ
て
、
河
川
等
級
に
代
わ
っ
て
「
予
防」「防趣という基準で河川管理がなされるようになっ
た
。
こ
の
一
一
法
案
は
施
行
者
・
費
用
負
担
の
区
分
に
お
い
て
、
国
と
地方それぞれの役割を明示した。「低水工事」Ⅱ国、「高水
工
事
」
Ⅱ
地
方
と
い
う
構
図
は
、
こ
の
時
に
構
築
さ
れ
た
の
で
あ
る。し
か
し
、
明
治
一
三
年
の
大
政
官
布
告
第
四
八
号
に
よ
っ
て
事
態
（妬）
は
変
化
す
る
。
従
来
の
吉
向
水
工
事
の
費
用
負
担
に
お
い
て
は
、
地
方
費
に
対
し
て
六
割
の
国
庫
補
助
が
あ
っ
た
の
だ
が
、
こ
の
布
告
に
よ
り補助費が全廃されることになった。布告のＨ的は国庫費
の
節
約
で
あ
っ
た
も
の
の
、
地
方
も
困
窮
し
て
い
た
た
め
、
高
水
工
事をも滞らせる結果になった。これを受け政府は、明治一
九
年
に
直
轄
河
川
と
し
て
一
四
川
を
選
び
、
そ
の
中
か
ら
最
も
利
害
の大きいし川の改修工事を明治二○年より継続事業として
着
手
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
湯
本
は
「
治
水
の
基
礎
殆
ん
ど確立止拠」と政府の対応に一定の評価を与えたが、低水
法
政
史
学
第
七
十
四
号
工
事
に
偏
っ
て
い
た
こ
と
に
対
し
て
は
不
満
を
感
じ
て
い
た
。
で
は
、
湯
本
は
「
治
水
に
関
す
る
建
議
案
」
で
ど
の
よ
う
な
要
求
を
提
示
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
この建議案の概要は小川糺昭によって紹介されている
が、本稿は項目》」とに湯本の意図を解明することによって
（釦）
吏
党
議
員
と
し
て
の
特
徴
を
明
ら
か
に
し
た
い
。
こ
の
建
議
案
は
主
に
施
行
者
・
費
用
負
担
の
区
分
を
中
心
に
、
六
項
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
Ⅱ
ま
ず
第
一
項
で
は
、
治
水
の
特
有
性
、
す
な
わ
ち
治
水
の
利
害
は
一
部
地
域
に
と
ど
ま
ら
な
い
こ
と
を
指
摘
し
、
低
水
・
高
水
工
事
に
関
係
な
く
政
府
が
施
工
す
る
こ
と
に
よ
り
同
一
の
水
準
で
の
工
事
実
現
を
求
め
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
に
は
（、）
「地〃、治の精神」への抵触という反論もあった。
次
に
第
二
項
で
、
政
府
直
轄
の
施
工
に
際
し
、
「
河
身
の
大
小
長
（犯）
短にのみ由て決するか如き簡単なるもの」ではなく、「古Ⅱ
水
よ
り
も
寧
ろ
低
水
工
事
を
以
て
必
要
と
な
す
」
河
川
、
「
低
水
工
（羽）
事
は
之
［
一
局
水
工
事
］
に
随
伴
す
へ
き
」
河
川
等
、
河
川
ご
と
の
施
工
方
針
策
定
を
訴
え
た
□
ところで、一一項（一一）には「水利組合」の設置が書かれ
ている。これは「塁柵を築造して守兵乙撒」くという、突
然
の
危
害
に
対
応
す
る
た
め
の
装
置
で
あ
る
。
例
え
ば
、
淀
川
で
は
明
治
一
八
年
の
洪
水
以
後
、
水
利
委
員
が
中
心
と
な
っ
て
緊
急
事
態
一一一ハ
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に対応し得る準備を施した。そのため、明治二八年の洪水
に際しては、明治一八年のような惨状は免れた。湯本は、
この事例を参考に、各地に水利組合の設置を求めたのであ
る。第一議会前に創設された治水協艶など、治水を通じた
超党派有志者の結びつきは、全国的な水利組合の設潰に向
け
て
有
効
な
も
の
で
あ
っ
た
□
第三項では、河川流域にある湖沼などに一一一一口及した。湯本
は、湖沼に貯水池としての役割を期待したのである。洪水
の際には溢れた水を吸い取り、上流の水位急増を防ぎ、そ
して下流の水位を減らす役割を果たす。水害を軽減するた
めにも湖沼は軽視できないのであった。
第四項では、水源地の乱伐阯雌など、政府による砂防管
理を求めた。
そして、明治一三年の大政官第四八号布告以来、治水家
の関心を最も集めていた治水費問題が、第五・六両項で言
及されているｕ湯本は「低水工事のみ国庫費の負担に属せ
しむ理由なく、且又高水工事の全部を地方費の負担に任す
（”）
は到底民力の堪へさる」と老違え、高水工事にも国庫負担を
要求した。これは、政費節減を掲げる民党には受け入れが
たいものであるが、湯本は河川調査によって不急と判定さ
れた工事を一時休止させ、その分の費用を急務と判定され
初期議会期の吏党議員（小久保）
た工事に投じるべきと提案したのである―この費用捻冊案
は民党対策であったとも考えられる。
以上のように湯本の建議案は、政府による治水事業の施
行を期待したものであった。湯本の期待は治水協会の超党
肌憾を背景とすると共に、穏和な大地主議員を結集した
睡搬の輿望を担うものでもあった。
３
民
党
議
員
と
の
相
違
第一議会に提出された「治水に関する建議案」は、大成
会・無所属を中心に八一名の賛同者を得たが、その中には
大津淳一郎や犬養毅といった自巾党・改進党の有力者が含
（抑）
まれていた。そして、第二議会提出の建議案になると、党
派を超えて圧倒的多数で可決された．
では、湯本を中心とする吏党議員と治水派の民党議員と
の
間
で
は
、
意
見
の
相
違
は
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
本
節
で
は、治水会・士水梨で湯本とともに活動した自由党の工藤
行幹の「治水に関する意見割」を基に、民党の立場から治
水事業を検討し、そして、湯本との相違を明らかにする。
工藤は当時の状況を「水災の患害頻りに其狛概を極め人
民の困厄愈其極に達し実に平然黙視するに忍ひさるものあ
り」と述べ、さらに「鳴呼国家政務の局に当るもの焉んぞ
一
－
七
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此危急を救はざるを得へけし判」と治水事業が緊急課題で
あることを訴えている。工藤の「意見書」と湯本建議案に
は多くの共通点を見出すことができる。湯本が砂防の重要
性を挙げていたように、工藤も「第一には山林を治め水源
を理し、然る後河川を諭するは治水の順牌」であると主張
している。また、政府が設けた施行者・費用負担の区分に
関しても、低水・高水工事に連動した区分は治水事業の弊
害
で
あ
る
と
改
善
を
求
め
て
い
る
。
しかし、治水費に関しては、「国庫なるものは国家面接
利害を保護せんが為めの経費」であるので、「治水工事の
如き一地方にのみ利害の有するものは是れ国庫費のたらざ
るを催拠」という立場をとっていた□
とはいえ、工藤も被害の惨状は理解しており、水害防止
のために「早臘脚」を提示している。「早治法」では、「民
（灯）
度の豊吉田ならさる国にありては」国庫費による治水費負担
を
認
め
て
い
る
。
要するに工藤意見書は、現状は認識してるものの、あく
までも地方負担が原則という姿勢を堅持している。湯本建
議案では、直轄河川の工事は政府が施行主体であり、国庫
負担である。あわせて、府県管轄の河川であっても国庫補
助を容認しているのに対し、工藤意見書では、地方負担で
１
治
水
会
の
創
設
湯本義憲は第二議会提出の治水案で、直轄河川の選定や
速やかな実地調査を要求し、その結果の提出を、明治二六
年度の議会で行うよう政府に求めた。そして、もし間に合
わなかった場合、湯本は緊急に施策が必要と考えられる河
は
間
に
合
わ
な
い
河
川
の
み
を
政
府
直
轄
と
す
る
と
限
定
し
て
い
る。さらに、国庫費は「国債金」によるとしている。「国
債金」とは、地方に対して国庫費の年賦返済を要求するも
のである。
このような現実にそぐわないものとなった背景には、工
藤意見に自由党の民力休養論が影響を与えていたためと思
われる。というのも、自由党は藩閥政府に実行不可能な政
策を強いることによって、政府を窮地に追い詰めようとし
ていたのである。つまり、自由党にとって当面の目標は政
権
獲
得
だ
っ
た
。
党方針という制約の中で作成された治水案は、非現実的
な意見と化してしまったロ治水事業が現実路線の湯本を中
心
と
す
る
史
党
議
員
に
よ
っ
て
推
し
進
め
ら
れ
た
こ
と
は
、
む
し
ろ
当
然
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
二
第
四
帝
国
議
会
の
動
向
二
八
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川に限って治水関連議案を提出すると明一一一一口している。湯本
の
要
求
に
対
し
て
、
内
務
省
は
「
二
十
六
年
度
議
会
に
於
て
其
調
査
の
結
果
を
提
出
せ
ん
こ
と
は
到
底
な
し
得
ら
る
へ
き
も
の
に
非
す
」
（蛆）
との］日を明治二五年八月一一○日に内閣に提出した。これを
う
け
て
、
湯
本
は
第
四
議
会
中
の
明
治
二
五
年
一
二
月
一
○
日
に
（鯛）
「
四
大
川
の
治
水
に
関
す
る
建
議
案
」
を
提
出
す
る
に
至
っ
た
。
さ
て
、
第
四
議
会
開
会
前
に
湯
本
は
「
治
水
会
」
を
創
設
し
て
い
る
。
川
会
は
湯
本
を
中
心
と
し
、
治
水
問
題
の
早
期
解
決
を
目
的
に
、
代
議
士
の
み
を
構
成
員
と
し
た
。
第
四
議
会
に
合
わ
せ
て
同
会
（別）
の
創
設
を
図
っ
た
の
は
明
ら
か
で
あ
る
。
本
節
で
は
、
治
水
〈
蚕
の
慨
（団）
要
を
明
ら
か
に
す
る
”
明
治
二
五
年
一
一
月
一
九
日
午
後
六
時
、
湯
本
を
含
む
一
一
一
名
の
代
議
士
が
日
本
橋
Ⅸ
呉
服
町
柳
屋
に
集
ま
り
、
「
治
水
協
議
会
」
と
い
う
名
称
で
会
合
を
開
い
た
（
こ
の
一
二
名
は
治
水
団
体
の
創
立
委
員となり、その後に結成された治水会で「十二掴」と呼ば
れることになる）。「十一一士」を政党別に見ると、国民協会
川
人
、
自
由
党
四
人
、
改
進
党
一
人
、
諸
派
二
人
、
無
所
属
一
人
で
あ
る
。
ま
た
、
関
係
河
川
別
に
表
す
と
、
利
根
川
関
係
者
二
人
、
淀
川
関
係
者
三
人
、
木
曽
川
関
係
者
四
人
、
信
濃
川
関
係
者
一
人
、
筑
後
川
関
係
者
一
人
、
常
願
寺
川
関
係
者
一
人
と
な
る
。
こ
れ
ら
を
み
る
と
、
主
要
河
川
流
域
を
地
盤
と
す
る
超
党
派
の
議
員
た
ち
で
あ
る
初
期
議
会
期
の
吏
党
議
員
（
小
久
保
）
ことがわかる。
こ
の
会
合
で
は
、
①
治
水
団
体
の
組
織
化
、
②
第
四
議
会
に
提
出
す
べ
き
建
議
案
、
と
い
う
二
点
に
つ
い
て
協
議
が
な
さ
れ
た
。
協
議
の
結
果
、
治
水
団
体
と
し
て
の
建
議
案
起
草
委
員
に
湯
本
（
国
民
協
会
）
、
東
尾
平
太
郎
（
自
由
党
）
、
佐
々
木
正
蔵
（
国
民
協
会
）
、
原
弘
蔵
（
無
所
属
）
、
浅
香
克
孝
（
改
進
党
）
の
五
名
が
選
ば
れ
た
。
ま
た
、
創
立
委
員
を
全
国
一
一
三
大
川
関
係
の
議
員
か
ら
選
定
す
る
こ
とが決められた。そして、柳屋を当分の間の集会場と定め
た
。
第
四
議
会
提
出
の
治
水
関
係
建
議
案
は
湯
本
が
担
当
す
る
こ
と
に
決
ま
り
、
次
回
の
起
草
委
員
会
は
同
月
一
三
日
午
前
九
時
か
ら
、
創
立
委
員
会
は
二
四
日
に
開
催
す
る
こ
と
を
取
り
決
め
散
会
し
た
□
ところで、明治一一一一一年一二月に創設された治水協会と治
水
会
の
相
違
は
何
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
治
水
協
会
は
治
水
の
調
査
・
研
究
・
情
報
交
換
を
目
的
と
し
、
月
に
一
度
「
治
水
雑
誌
」
を
発
行
し
た
。
そ
し
て
、
明
治
二
七
年
六
月
に
解
散
す
る
ま
で
治
水
問
題
の
中
央
連
絡
協
議
会
と
し
て
の
機
能
を
果
た
し
た
。
活
動
内
容
は
「
単
に
治
水
の
講
究
に
止
ま
り
実
際
の
事
業
に
関
係
せ
き
る
も
の
（田）
と
す
」
と
定
め
ら
れ
て
い
た
。
つ
ま
り
、
あ
く
ま
で
も
調
査
・
研
究
に
限
定
し
、
政
治
性
を
排
除
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
結
果
、
治
水
協
会
は
政
党
間
の
垣
根
の
み
な
ら
ず
官
民
の
枠
を
も
超
え
た
意
見
交
換
の
場
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
た
。
￣
￣
九
Hosei University Repository
他力、治水会はその構成員を代議士のみに限定し、政治
性を有していた。二四日の創立委員会では一一一五名の代議士
に案内状を送ったものの、参加者は一四名にとどまった。
ところが、二八日に開かれた第二回創立委員会では参加者
数が二六名に増加し、一二月の初旬には八○名、さらに約
二週間後の一七日に作成された名簿には一六四名（衆議院
（皿）
一五九名、貴族院五名）が記されるに至った。
以上により、治水会の概要は明らかになった。実は、第
二議会開会前にも湯本の主唱で「議事打合会」が催されて
（記）
いる。しかし、議事打△口会は党派間調整にとどまった。こ
れに対して、治水会は治水派議員の結集を図るという積極
的
な
勢
力
形
成
の
試
み
で
あ
っ
た
。
では次に、「四大川の治水に関する建議案」の内容を検
討してみよう。同案は、主要河川を山川選び、施工方針を
示
し
た
上
で
、
政
府
に
よ
る
早
急
の
着
工
を
要
求
し
た
。
す
な
わ
ち、多額の国庫負担を要求したのである。これに対し、Ｈ
山党は提案者が吏党議員の湯本であったため、政府の内意
を受けて提案したのではないかと疑い、反対の姿勢を見
（髄）
せた。このような状況に鑑み、湯本は沿水〈君を組織するこ
と
に
よ
っ
て
、
民
党
議
員
の
切
り
崩
し
を
図
り
、
治
水
派
民
党
議
員
か
ら
の
情
報
人
手
を
Ⅱ
論
ん
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
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「四大川に関する治水建議案」を提出したＨと何日付で、
湯本は岐阜県出身で木曽川流域の治水家である山田省三郎
から次のような書状を受け取っている。
謹啓為国家日々御尽力奉拝謝候□借て段々御高配被
成下侯治水一件も先以好結果奏し難有仕介奉存候。然
るに加藤喜右衛門氏より立田輪中惣代え伝え候処に拠
れは、Ⅲ川党は湯本案には賛成せざる事に決議候趣被
咄候よし。此上如何哉心痛什り居候得共、幸に委員に
附せられたることなれは多分御纏め被成候事とは泰存
候へ共、其辺鳥渡御注意此上とも種々御尽力泰仰候ぃ
何れ明朝早々立田輪中惣代と共其辺尚慥めの為め加藤
氏
行
き
委
曲
承
る
へ
き
積
り
に
御
座
候
Ⅱ
先
は
右
御
礼
ま
で
一町）
勿
々
頓
首
治水建議案は委員会付託になっていたが、ｎｍ党が同案
への反対姿勢を見せていたことが湯本の懸念材料であっ
た
。
し
か
し
、
湯
本
は
山
田
を
通
じ
て
、
治
水
会
の
会
員
で
あ
っ
た
白山党議員加藤喜右衛門からＭ党の内部情報を得ていたよ
うである。また、何建議案可決後も山田が立田輪中惣代と
と
も
に
加
藤
か
ら
の
詳
細
な
情
報
収
集
を
続
け
た
た
め
、
湯
本
は
自
由
党
の
動
向
を
完
全
に
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
○
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２
委
員
付
託
外
問
題
本
議
会
に
お
い
て
、
「
四
大
川
の
治
水
に
関
す
る
建
議
案
」
は
委
員
会
に
付
託
さ
れ
、
修
正
さ
れ
た
。
し
か
し
、
修
正
案
は
、
民
党
か
ら
の
反
発
を
招
い
た
の
で
あ
る
。
（品）
委員は星吉了衆議院議長の指名により九名が選ばれた。明
治
二
五
年
一
一
一
月
一
三
日
に
委
員
会
は
開
か
れ
、
互
選
に
よ
り
湯
本
義
憲
が
委
員
長
に
選
出
さ
れ
た
。
委
員
会
に
は
委
員
九
名
に
加
え
て
、
政
府
委
員
と
し
て
古
市
公
威
、
さ
ら
に
は
四
人
川
に
関
わ
る
地
（的）
力
の
土
木
監
督
署
長
も
出
席
し
た
。
委
員
会
で
は
山
人
川
以
外
に
も
治
水
工
事
の
必
要
性
が
認
め
ら
れ
る
河
川
も
審
議
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
木
曽
川
改
修
工
事
の
方
針
に
修
正
が
加
え
ら
れ
た
。
さ
ら
に
、
北
上
川
・
最
上
川
・
大
井
川
・
阿
賀
野
川
・
阿
武
隈
川
・
庄
川
・
吉
野
川
の
七
川
の
施
工
方
針
提
出
を
、
明
治
二
七
年
度
議
会
に
お
い
て
政
府
に
求
め
る
項
目
と
し
て
追
加され、委員会は明治一一五年一一一月一一三Ⅱに審議を終了し
た。明
治
二
六
年
二
Ｍ
一
六
日
、
衆
議
院
本
議
会
で
湯
本
は
委
員
長
報
杵
を
行
っ
た
。
こ
の
報
告
に
対
し
て
野
出
鏑
三
郎
（
自
由
党
）
は
委
員
付
託
外
で
あ
る
と
批
判
し
た
。
衆
議
院
規
則
二
五
条
に
「
委
員
の
（㈹）
審
査
は
議
員
の
付
託
し
た
る
事
件
の
外
に
捗
る
こ
と
を
得
す
」
と
あ
り
、
議
会
が
委
員
会
に
付
託
し
た
の
は
「
四
大
川
」
に
過
ぎ
ず
、
委
初
期
議
会
期
の
吏
党
議
員
（
小
久
保
）
員
会
が
七
川
を
新
た
に
加
え
た
こ
と
は
越
権
行
為
で
あ
る
と
い
う
の
である。
こ
の
付
託
外
問
題
に
は
、
建
議
案
提
案
者
の
一
人
で
あ
る
井
上
彦
左衛門（改進党）のこれ以前の発言が関係している。井上
は
議
場
で
次
の
よ
う
に
述
べ
た
の
で
あ
る
。
此
四
大
川
の
建
議
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
実
に
是
は
大
事
な
事
で
、
治
水
の
事
は
全
国
に
捗
っ
て
居
る
こ
と
で
、
単
に
此
四
大
川
の
み
で
は
な
く
、
随
分
他
に
も
あ
ら
う
。
之
を
加
へ
る
の
は
日
下
の
矢
張
急
務
と
恩
ふ
。
四
大
川
に
比
し
て
共
に
建
議
し
た
い
と
云
ふ
川
は
随
分
あ
る
か
と
考
へ
て
居
り
ま
す
□
之
を
審
査
マ
マ
す
る
た
め
に
特
別
委
員
九
名
を
各
部
よ
り
選
む
、
廷
は
議
長
の
（Ⅲ）
指
名
を
願
ひ
た
い
。
湯本はこの発一一一一口を受けて、「四大川に加ふべき所の他に河
川がある。故に之を調査をするために特別委員九名ｆ観」
い
た
と
委
員
長
報
告
で
述
べ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
何
委
員
会
は
他
に
河
川
を
追
加
し
て
検
討
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
解
釈
し
た
の
で
あ
る。こ
う
し
た
氏
党
議
員
の
反
対
に
関
し
て
、
湯
本
は
井
上
か
ら
明
治
二六年一月一一一一日付の書簡を受けている。
本日御咄しの事件、室孝几眼氏に机咄し候処、新潟県
の
人
々
は
延
期
の
由
に
御
座
候
。
自
由
党
の
議
員
も
川
に
関
係
一一一一
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の
も
の
も
概
し
て
延
期
説
の
趣
き
に
承
り
申
候
。
改
進
党
の
議
員
も
概
し
て
延
期
説
の
模
様
に
相
成
申
候
問
、
本
年
は
延
期
に
致
し
候
方
得
策
と
泰
存
候
。
又
四
大
川
な
れ
は
賛
成
の
人
も
有
之
十
一
大
川
な
れ
は
賛
成
の
も
の
も
有
之
候
間
、
二
派
と
別
れ
決
極
倒
れ
巾
哉
に
相
考
申
候
。
現
に
加
藤
喜
右
衛
門
氏
委
員
説
に
対
し
修
正
案
を
提
出
致
し
居
り
候
儀
に
て
到
底
先
般
賛
成
の
議
員
も
確
と
は
宛
に
相
成
不
申
候
哉
に
机
考
申
候
。
こ
と
に
、
最
早
本
年
は
延
期
に
相
成
候
も
の
、
如
く
所
々
に
て
承
り
申
程
に
相
成
候
形
勢
に
御
座
候
問
、
延
期
に
本
年
丈
け
は
致
し
候
事
は
如
何
哉
。
御
勘
考
被
下
度
候
□
余
は
明
日
貴
面
し
て
可
申
上
院雌・
井
上
は
湯
本
に
建
議
案
を
翌
年
以
降
に
延
期
す
る
こ
と
を
勧
め
て
い
る
。
注
目
さ
れ
る
の
は
、
治
水
派
自
由
党
議
員
に
も
反
対
の
意
向
を
示
し
て
い
る
者
が
い
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
を
受
け
て
湯
本
は
二
日
（閉）
後の一五日に治水〈君の大会を開いた。大会には一五○余名
も
の
会
員
が
参
加
し
た
。
湯
本
は
、
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
「
四
大
川
に
関
す
る
治
水
案
」
が
十
一
大
川
に
増
え
た
理
由
を
説
明
し
、
民
党
議
員
を
含
む
出
席
者
に
同
意
を
求
め
た
。
し
か
し
、
自
由
党
の
加
藤
喜
右
衛
門
は
、
自
由
党
が
党
議
に
お
い
て
四
大
川
に
つ
い
て
は
は
賛
成
、
通
過
さ
せ
る
こ
と
に
し
た
も
の
の
、
さ
ら
に
七
大
川
を
加
え
て
十
一
大
川
も
の
治
水
工
事
を
政
府
に
要
求
す
る
こ
と
に
は
賛
同
で
法
政
史
学
第
七
十
四
号
き
な
い
と
反
対
し
た
□
結
局
、
こ
の
大
会
で
意
見
は
纒
ま
ら
ず
、
再
度
大
会
を
催
し
て
改
め
て
議
論
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
加
藤
は
本
議
会
に
独
自
の
修
正
案
を
提
出
し
て
い
る
。
そ
れ
は
当
初
の
「
四
大
川
の
治
水
に
関
す
る
建
議
案
」
と
ほ
ぼ
同
じ
内
容
で
あ
っ
た
が
、
七
大
川
を
除
い
た
理
由
は
明
確
に
示
さ
（“）
れ
て
は
い
な
い
。
こ
れ
は
結
局
、
自
由
党
の
意
向
の
み
に
沿
っ
た
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
も
っ
と
も
自
由
党
に
は
賛
成
を
表
明
す
る
議
員
も
あ
り
、
党
内
は（印）
混
乱
し
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
に
対
し
て
、
在
京
の
水
利
委
員
は
一
月
一
二
日
に
会
合
を
開
き
、
十
一
大
川
と
関
係
す
る
口
由
・
改
進
両
党
の
議
員
と
会
談
し
、
さ
ら
に
は
自
由
・
改
進
両
党
の
総
理
に
（船）
面へ蚕して十一大川治水案への賛成を働きかけた。この水利
委
員
に
は
、
前
記
の
山
田
省
三
郎
も
含
ま
れ
て
い
た
。
こ
う
し
た
経
緯
を
経
て
提
起
さ
れ
た
付
託
外
問
題
は
「
先
決
Ⅲ鼬」として審議されたが、否決された。しかし、加藤の
修
正
案
が
議
会
に
提
出
さ
れ
た
た
め
に
、
建
議
案
は
四
大
川
と
残
り
の七大川で別個に採決されることになった。前者は多数を
以
っ
て
可
決
さ
れ
、
後
者
も
賛
成
一
二
七
、
反
対
一
○
四
と
い
う
僅
差
で
は
あ
っ
た
が
可
決
さ
れ
た
。
明
治
二
五
年
一
二
月
一
七
日
時
点
で
の
治
水
会
会
員
で
あ
る
衆
議
院
議
員
は
一
五
九
名
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
’
一
三
名
が
加
藤
の
よ
う
に
反
対
票
を
投
じ
た
こ
と
に
な
る
。
Hosei University Repository
３
木
曽
川
改
修
費
追
加
予
算
案
「
十一大川に関する治水建議案」は可決された。そして、
こ
れ
に
応
じ
た
治
水
対
策
費
を
塒
額
し
た
予
算
追
加
案
が
政
府
か
ら
提
出
さ
れ
た
。
同
案
を
め
ぐ
っ
て
、
民
吏
両
党
は
ど
の
よ
う
な
対
応
の
違
い
を
見
せ
た
の
だ
ろ
う
か
。
政
府
に
よ
る
予
算
追
加
案
の
発
端
は
、
建
議
案
の
第
一
項
、
つ
ま
り
木
曽
川
に
関
す
る
項
日
で
あ
っ
た
。
そ
こ
に
は
、
「
本
川
改
修
の
工
事
は
地
形
に
異
状
を
生
し
、
関
係
地
方
の
被
害
少
な
か
ら
さ
る
を
以
て
之
か
除
害
を
主
と
し
既
定
工
費
の
範
囲
に
於
て
継
続
年
度
の
金
マ
マ
額
を
更
正
し
、
本
年
度
の
議
会
に
其
方
案
を
提
出
せ
ら
れ
ん
こ
と
を
（わ｝
望
む
」
と
い
う
要
望
が
記
さ
れ
て
い
た
□
他
の
大
河
川
に
つ
い
て
は
明
治
二
七
年
度
議
会
で
の
法
案
提
出
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
木
曽
川
改
修
だ
け
は
明
治
二
五
年
度
予
算
に
お
け
る
追
加
予
算
と
し
て
要
求
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
は
、
明
治
二
四
年
一
一
月
に
濃
尾
地
震
が
起
こ
り
、
木
曽
・
長
良
・
揖
斐
の
三
川
が
流
れ
る
濃
尾
地
方
は
大
水
害
に
見
舞
わ
れ
、
一
刻
も
早
い
改
修
工
事
が
求
め
ら
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
湯
本
が
第
四
と
も
あ
れ
、
治
水
会
の
人
的
結
合
が
功
を
奏
し
た
と
い
え
よ
う
。
こ
の
よ
う
に
、
湯
本
は
治
水
派
民
党
議
員
の
結
集
、
動
員
に
能
力
を
発
揮
し
た
。
初
期
議
会
期
の
吏
党
議
員
（
小
久
保
）
議
会
で
追
加
予
算
案
の
提
出
を
政
府
に
求
め
る
こ
と
を
快
く
思
わ
な
い
氏
党
議
員
が
少
な
か
ら
ず
い
た
。
例
え
ば
、
工
藤
行
幹
は
基
本
的
に「尋常のことは尽く総予算に組まなければなら雌」とい
う
考
え
を
示
し
、
同
案
を
批
判
し
た
。
改
進
党
の
尾
崎
行
雄
も
、
子
（厄）
算
編
成
上
「
単
予
算
に
す
る
か
複
予
算
に
す
る
か
」
は
一
大
問
題
と
捉
え
、
追
加
予
算
案
は
総
予
算
の
価
値
を
損
ね
る
可
能
性
が
あ
る
と
批
判
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
工
藤
、
尾
崎
両
議
員
共
に
、
河
川
改
修
は
一
年
繰
り
延
べ
て
も
支
障
は
き
た
さ
な
い
と
い
う
考
え
を
明
ら
か
にした。
幾
度
と
な
く
河
川
視
察
を
行
っ
て
い
る
湯
本
に
し
て
み
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
考
え
は
受
け
入
れ
難
い
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
。
だ
が
、
第
四
議
会
で
民
党
は
軍
艦
製
造
費
全
額
の
削
減
な
ど
、
歳
出
八
三
七
六
万
円
に
対
し
一
○
・
六
％
の
減
額
を
政
府
に
要
求
し
て
い
た
。
そ
し
て
、
和
衷
協
同
の
詔
が
下
さ
れ
両
者
の
対
立
は
よ
う
や
く
解
消
さ
れ
（ね）
た
が
、
結
局
、
民
党
は
四
一
一
万
円
の
削
減
に
成
功
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
第
川
議
会
に
お
い
て
追
加
予
算
と
し
て
水
需
川
河
身
修
築
費
を
要
求
し
、
実
現
さ
せ
る
こ
と
は
困
難
な
状
況
で
あ
っ
た
。
で
は
、
予
算
委
員
会
で
の
木
曽
川
修
築
費
を
め
ぐ
る
審
議
状
況
は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
政
府
提
出
追
加
予
算
案
は
五
三
万
円
を
計
上
し
て
い
た
。
明
治
二
六
年
度
本
予
算
で
二
六
万
円
の
国
庫
支
弁
が
見
込
ま
れ
て
い
た
の
＝￣
＝￣
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で
、
支
出
額
合
計
は
七
九
万
円
と
な
る
。
こ
の
費
用
の
使
途
は
「
除
（河）
宝、を目的として河身の改良を為す」ために土地を四貝化げる
こ
と
に
あ
っ
た
。
よ
っ
て
、
工
事
の
施
行
範
囲
が
争
点
と
な
っ
た
。
政
府
は
、
特
に
立
田
・
桑
原
両
輪
中
の
救
済
を
第
一
と
し
、
三
川
分
流
工
事
の
完
成
を
急
務
と
す
る
基
本
方
針
を
示
し
た
。
湯
本
も
こ
れ
に
同
調
し
た
。
し
か
し
、
政
府
委
員
古
市
公
威
が
三
川
分
流
の
た
め
に
は
「
佐
屋
川
の
締
切
り
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
、
其
締
切
り
を
するには長島輪中を買わなければなら雌」と述べているよ
う
に
、
こ
の
方
針
に
基
づ
く
と
立
田
・
桑
原
両
輪
中
に
加
え
て
、
よ
り
い
っ
そ
う
広
範
な
流
域
の
土
地
を
賀
上
げ
る
必
要
が
あ
っ
た
。
政
府
案
に
対
し
て
、
天
春
文
衛
（
ｎ
山
党
）
は
総
額
二
九
万
円
と
す
る
減
額
修
正
案
を
提
出
し
た
。
天
春
は
治
水
案
を
立
田
・
桑
原
向
輪
中
の
水
害
改
善
に
絞
り
込
む
べ
き
と
主
張
し
た
の
で
あ
る
。
民
党
議
員
は
治
水
費
の
削
減
が
第
一
で
あ
っ
た
の
で
、
予
算
委
員
会
で
は
こ
の
天
春
修
正
案
が
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
た
。
天
春
修
正
案
が
予
算
委
員
会
本
議
会
で
報
告
さ
れ
る
と
、
湯
本
は
新
た
な
修
正
案
を
提
出
し
た
。
湯
本
修
正
案
は
政
府
案
か
ら
五
万
円
を
減
額
し
、
総
額
川
八
万
円
を
計
上
し
た
。
度
重
な
る
木
曽
川
視
察
を
行
っ
て
き
た
湯
本
は
、
立
田
・
桑
原
向
輪
中
の
み
の
改
修
工
事
に
は
問
題
が
あ
る
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
指
摘
を
行
っ
た
。
立
田
輪
中
の
害
を
免
る
、
と
同
時
に
高
須
輪
中
、
福
束
輪
中
、
法
政
史
学
第
七
十
四
号
第
Ⅲ
議
会
以
降
、
議
会
情
勢
は
大
き
く
変
動
す
る
。
ま
ず
、
条
約
改
正
を
争
点
に
民
党
の
日
田
党
は
伊
藤
博
文
内
閣
へ
の
接
近
を
表
明
大
垣
輪
中
、
多
芸
輪
中
等
の
水
害
と
云
ふ
も
の
は
免
れ
ま
せ
ぬ
ぞ
。
其
段
別
は
二
万
四
百
有
余
町
歩
と
云
ふ
も
の
は
立
田
輪
中
を
救
は
ん
と
し
て
却
っ
て
此
水
害
に
陥
る
と
云
ふ
場
合
を
生
じ
ま
す
。
そ
れ
は
何
れ
の
原
因
か
と
云
ふ
長
島
輪
中
二
百
五
十
七
町
五
段
歩
の
土
地
を
情
む
と
同
時
に
、
斯
の
如
き
結
果
を
生
じ
（市）
て
来
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
立
田
・
桑
原
両
輪
中
に
加
え
て
救
済
の
必
要
な
輪
中
を
追
加
、
例
示
し
て
、
民
党
議
員
の
認
識
不
足
を
批
判
し
た
の
で
あ
る
□
湯
本
は
、
天
春
案
に
基
づ
い
た
委
員
会
案
に
よ
れ
ば
、
「
立
田
輪
中
一
方
の
人
民
に
至
っ
た
な
ら
ば
満
足
を
表
す
る
で
あ
ら
う
け
れ
ど
〈万）
も
、
そ
れ
と
Ｎ
時
に
怨
を
起
こ
す
数
万
の
人
民
が
あ
ら
う
」
と
手
厳
し
い
警
告
を
発
し
て
い
る
。
結
局
、
木
曽
川
改
修
費
問
題
に
お
い
て
は
、
本
議
会
は
賛
成
多
数
を
得
て
湯
本
修
正
案
を
可
決
し
た
。
第
四
議
会
で
の
治
水
費
を
め
ぐ
る
論
争
に
つ
い
て
検
討
す
る
と
、
湯
本
ら
更
党
議
員
こ
そ
が
地
方
利
益
誘
導
の
主
役
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
そ
し
て
、
氏
党
議
員
の
一
部
を
取
り
込
む
こ
と
に
成
功
し
た
の
で
あ
っ
た
。
お
わ
り
に
四
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し
、
そ
の
一
方
、
国
民
協
会
は
改
進
党
な
ど
と
共
に
硬
六
派
を
結
成
し
野
党
的
立
場
と
な
り
、
吏
党
的
性
格
は
失
わ
れ
た
。
次
に
、
日
清
戦争において清国から二億両（一一一億円）の賠償金を得たこ
と
に
よ
り
、
戦
後
最
初
の
第
九
議
会
で
は
、
予
算
額
が
戦
前
の
二
倍
に
増
加
し
、
河
川
法
の
制
定
が
実
現
し
た
。
つ
ま
り
、
第
四
議
会
以
降
を
契
機
と
し
て
、
湯
本
義
憲
を
取
り
巻
く
環
境
は
大
き
く
変
わ
っ
た
の
で
あ
る
。
湯
本
自
身
も
岐
阜
県
知
事
に
任
命
さ
れ
、
河
川
地
方
行
政
を
実
践
す
る
に
至
る
の
だ
が
、
詳
細
は
本
論
の
主
旨
か
ら
外
れ
る
た
め
紹
介
だ
け
に
止
め
る
。
最
後
に
本
稿
が
明
ら
か
に
し
た
こ
と
を
整
理
し
よ
う
。
第
一
に
、
湯
本
に
お
け
る
一
貫
し
た
政
治
信
念
と
し
て
、
治
水
活
動
に
党
派
性
を
持
ち
込
ん
で
は
な
ら
な
い
と
い
う
も
の
が
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
火
成
会
発
足
時
に
Ⅲ
自
治
党
員
が
入
会
を
拒
ま
れ
た
事
例
（犯）
に
通
じ
る
こ
と
で
も
あ
る
。
政
党
議
員
は
所
属
政
党
に
拘
束
さ
れ
る
た
め
、
治
水
政
策
に
支
障
を
き
た
す
恐
れ
も
あ
っ
た
。
湯
本
は
そ
う
し
た
党
利
党
略
に
と
ら
わ
れ
な
い
政
策
の
形
成
・
展
開
・
実
現
を
求
め
て
い
た
の
で
あ
る
。
第
二
に
、
治
水
関
連
議
案
の
内
容
に
見
て
取
れ
る
よ
う
に
、
吏
党
議
員
が
現
状
に
即
し
た
政
策
要
求
を
行
っ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
Ｈ
由
党
の
工
藤
行
幹
は
治
水
に
関
し
て
湯
本
と
同
様
の
認
識
を
有
し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
党
拘
束
を
う
け
た
た
め
に
、
非
現
実
的
な
方
針
を
打
ち
出
す
こ
と
に
な
っ
た
。
民
党
は
現
初
期
議
会
期
の
吏
党
議
員
（
小
久
保
）
状
に
川
し
て
い
な
い
治
水
工
事
の
予
算
を
定
め
た
の
で
あ
る
。
佐
々
木
隆
氏
は
吏
党
を
「
穏
和
派
」
と
称
し
た
が
、
党
の
拘
束
を
う
け
な
い
吏
党
議
員
は
、
そ
れ
に
よ
っ
て
現
実
的
Ⅲ
つ
大
胆
な
政
策
要
求
を
議
会
で
行
う
こ
と
が
で
き
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。
吏
党
議
員
で
あ
る
湯
本
義
憲
が
不
偏
不
党
を
貫
く
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
同
志
会
と
い
う
強
力
な
院
外
支
援
団
体
が
あ
っ
た
た
め
で
あ
り
、
そ
の
基
盤
の
上
に
「
治
水
の
湯
本
」
と
し
て
の
地
位
を
確
立
し
て
い
た
こ
と
は
見
過
ご
せ
な
い
。
強
固
な
選
挙
地
盤
や
支
援
者
の
存
在
に
よ
っ
て
政
治
活
動
が
成
り
立
つ
と
い
う
、
吏
党
議
員
の
特
性
を
顕
著
に
現
し
て
い
る
。
民
党
は
最
終
的
に
政
権
獲
得
を
め
ざ
し
て
藩
閥
政
府
と
の
対
決
姿
勢
を
前
面
に
出
し
つ
つ
、
地
方
利
益
誘
導
に
努
め
た
の
に
対
し
て
、
吏
党
は
地
方
利
益
誘
導
そ
の
も
の
を
第
一
と
し
て
い
た
。
そ
し
て
、
政
府
と
の
、
ま
た
政
党
間
の
対
立
を
押
さ
え
込
も
う
と
努
め
た
。
こ
の
点
こ
そ
、
民
党
・
吏
党
間
の
決
定
的
な
差
異
と
い
え
る
。
あ
わ
せ
て、政策要求実現のため多数一派形成をめざして超党派議員
団
の
結
集
工
作
を
行
う
湯
本
の
政
治
活
〃
を
瞠
目
す
べ
き
も
の
と
評
価したい。
主二一口（１）
高
久
嶺
之
介
「
明
治
憲
法
体
制
成
立
期
の
吏
党
」
（
同
志
社
大
学
三
五
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人文科学研究所『社会科学』六’三、’九七六年一二月）。
（２）村瀬信一「「吏党」大成会の動向」Ｓ日本歴史」四五四、
一九八六年三月）。また、村瀬氏は「吏党」（有馬学・三谷
博「近代日本の政治構造」吉川弘文館、一九九三年）で、
初
期
議
会
期
の
吏
党
を
解
明
し
て
い
る
。
（３）佐々木隆『藩閥政府と立憲政治」（吉川弘文館、一九九
三年）六八頁。
（４）ただし、福部綾「初期議会期における末松謙澄と温派の
動向」（『聖心女子大学大学院論集」二九’一、二○○七年
七
月
）
が
あ
る
。
し
か
し
、
末
松
謙
澄
は
政
府
に
近
い
存
在
の
た
め
、
例
外
と
し
て
お
く
。
（５）山崎有恒「初期議会期の治水問題」（『立命館史学」一
六
、
’
九
九
五
年
一
一
月
）
二
頁
。
（６）明治二四年一月二四日付松方正義宛山県有朋書簡（松方
峰
雄
編
『
松
方
正
義
関
係
文
書
」
第
九
巻
、
大
東
文
化
大
学
東
洋
研
究所、一九七九年、一四八頁）で「尤必要なる者は海軍拡
張、国防之一点と治水之急務に在る」と述べている。
（７）『読売新聞」明治二四年八月一七日一面。
（８）「時事新報」明治二五年一月二六日一一一面。
以下、本稿で史料を引用する際には、漢字は現代のもの
に
改
め
、
仮
名
は
平
仮
名
に
統
一
し
、
適
宜
句
読
点
を
付
し
た
。
（９）前掲『藩閥政府と立憲政治」第二章第二節を参照。
（Ⅲ）前掲「初期議会期の治水問題」第二章で同志会が紹介さ
れ
て
い
る
。
法
政
史
学
第
七
十
四
号
（ｕ）埼玉県立文書館所蔵「湯本家文書」所収、「同志会報告」
第一号、三頁。以下、埼玉県立文書館所蔵「湯本家文書」
は
、
湯
本
家
文
書
と
略
す
。
（ｕ）同右、四頁。
（
型
同
右
、
四
’
五
頁
。
（ｕ）同右、五頁。
（妬）埼玉新聞社編刊『歴史と人・上」（’九七六年）六七
～
七
二
頁
を
参
照
。
（咄）『時事新報」明治二四年七月八日二面。
（Ⅳ）『東京日日新聞」明治二一一一年六月一七円川面。
（旧）何右、明治二一一一年六月一七日二面。
（、）『束京朝Ｈ新聞』明治二三年六Ⅱ一八日四面。
（別）『時事新報」明治二五年一月五且一一面。
（Ⅲ）第一回総選挙時には、まだ同志会は創設されていない
が、「忍行社」という名称の支持基盤があったらしい（前
掲「同志会報告」第一号、四頁）。
（皿）「時事新報』明治一一五年一Ⅱ三一日四面。
（空第五回総選挙では、同志会幹事を務めていた小沢愛次郎
が同選挙区から当選している。
（皿）公儀普請・大名手伝普請・国役普請・日普請の治水四法
に
大
別
さ
れ
て
い
た
。
（妬）「予防」は河身改修・砂防工事Ⅱ低水工事、「防御」は
堤防・護岸工事Ⅱ高水工事をいう。
（
恥
）
第
三
条
に
「
地
方
税
を
以
て
支
弁
す
へ
き
府
県
土
木
（
即
ち
河
’一一一ハ
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港
、
道
路
、
堤
防
、
橋
梁
建
築
修
繕
）
費
中
官
費
下
渡
金
は
来
る
十
四
年
度
よ
り
廃
止
と
す
」
（
内
閣
官
報
局
「
明
治
年
間
法
令
全
書
』
第
一
三
巻
、
原
書
房
、
一
九
七
囚
年
、
二
五
七
頁
）
と
あ
る
。
細
部
は
、
有
泉
貞
夫
「
明
治
政
治
の
基
礎
過
程
」
（
吉
川
弘
文
館
、
’
九
八○年）、長妻廣至『補助金の社会史」（人文書院、二○○
｜年）に詳しい□
（町）利根・富士・天竜・北上・最上・信濃・木曽・筑後川、｜
こ
の
八
川
に
選
ば
れ
な
か
っ
た
残
り
の
六
川
は
、
阿
武
隈
・
大
井
・
淀
・
吉
野
・
阿
賀
野
・
庄
川
。
（
肥
）
湯
本
家
文
書
所
収
「
治
水
に
関
す
る
建
議
案
並
同
説
明
書
」
六
頁。
（
別
）
小
川
誠
「
治
水
・
水
利
・
土
地
改
良
の
系
統
的
整
備
」
（
農
業
発
達
史
調
査
会
編
『
日
本
農
業
発
達
史
』
四
、
中
央
公
論
社
、
’
九
五
四年）。
（
別
）
本
節
も
前
掲
「
治
水
に
関
す
る
建
議
案
並
同
説
明
書
」
を
参
照
す
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
は
第
一
議
会
期
に
書
か
れ
た
も
の
だ
が
、
治
水
案
の
内
容
に
大
幅
な
変
更
は
な
い
の
で
依
拠
し
た
。
（
ｎ
）
前
掲
「
治
水
に
関
す
る
建
議
案
並
同
説
明
書
」
二
○
頁
。
（皿）伺右、二二頁。
（
翌
同
右
。
（弧）同右、’’三貝。
（
妬
）
明
治
一
一
三
年
に
金
原
明
善
が
発
起
人
と
な
り
設
立
。
治
水
調
査
を
主
な
目
的
と
し
、
全
国
的
な
規
模
を
誇
っ
た
。
（釦）前掲「治水に関する建議案並同説明書」二五’二六頁□
初
期
議
会
期
の
吏
党
議
員
（
小
久
保
）
（〃）同右、三○頁・
（
柵
）
首
相
山
県
有
朋
と
内
務
省
土
木
局
長
古
市
公
威
が
明
治
二
四
年
二
月
に
入
会
し
て
い
る
な
ど
、
政
府
側
の
有
力
者
も
多
数
参
加
し
た
。
（
型
安
良
城
盛
昭
「
第
一
議
会
に
お
け
る
地
主
議
員
の
動
向
」
（
東
京
大
学
「
社
会
科
学
研
究
」
’
六
ｌ
「
一
九
六
囚
年
一
一
月
）
第
一
章を参照。
（仙）「時事新報』明治二四年二月一一日一一一回。
（
坐
土
木
会
は
内
務
省
管
轄
の
組
織
で
あ
る
。
（蛆）湯本家文書所収「治水に関する意見書」。
（蝿）同右。
（４）何右。
（妬）同右。
（妬）同右⑤
（〃）同石。
（咄）大日方純夫編「内務省年報・報告書」第十四巻（一一一一書
房、’九八円年）川一七頁。
（
蛆
）
木
曽
・
利
根
・
淀
川
の
三
大
川
で
あ
っ
た
が
、
信
濃
川
が
後
か
ら
追
加
ざ
れ
四
大
川
と
な
っ
た
Ⅲ
（
別
）
第
囚
議
会
は
こ
け
二
五
日
に
開
会
し
て
い
る
。
（
皿
）
二
月
二
八
日
ま
で
の
記
述
は
湯
本
家
文
書
所
収
「
治
水
会
日
誌
」
を
、
そ
れ
以
後
は
同
上
「
治
水
会
概
要
」
を
、
そ
れ
ぞ
れ
参
照
し
た
。
な
お
、
前
掲
「
初
期
議
会
期
の
治
水
問
題
」
は
治
水
会
の
創
設
に
関
し
て
詳
細
で
あ
る
た
め
、
参
考
に
し
た
。
（
印
）
前
掲
「
治
水
会
概
要
」
三
頁
。
七
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法
政
史
学
第
七
十
四
号
（
田
）
『
治
水
雑
誌
」
第
一
号
（
農
業
土
木
学
会
古
典
復
刻
委
員
会
編
「治水論』日本経済評論社、’九八九年）一頁□
（
別
）
湯
本
家
文
書
所
収
「
治
水
会
会
員
録
」
。
（弱）『時事新報』明治一一四年一一月八日三面。
（冊）「大阪朝日新聞」明治二五年一二月一一五日二回。なお、
佐
々
木
氏
に
よ
る
と
、
自
由
党
の
責
任
政
党
化
路
線
に
伴
い
、
第
囚
議
会
に
な
る
と
自
由
・
改
進
両
党
間
に
政
策
の
違
い
が
み
ら
れ
、
改
進
党
の
党
議
に
は
治
水
政
策
が
あ
っ
た
と
い
う
（
前
掲
『
藩
閥
政
府
と立憲政治』二九七頁）。
（町）湯本家文書所収「治水案自由党反対に付書状」□
（
肥
）
内
閣
官
報
局
『
帝
国
議
会
衆
議
院
議
事
速
記
録
５
」
（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
七
九
年
）
一
九
六
頁
。
（
田
）
衆
議
院
事
務
局
「
衆
議
院
委
員
会
議
録
４
』
（
一
八
九
二
’
’
八
九一一一年）五三七～五六六頁を参照。
（
Ⅱ
）
衆
議
院
事
務
局
「
各
国
議
員
法
規
』
日
本
の
部
（
一
九
二
四
年
）
四三頁。
（
Ⅲ
）
前
掲
「
帝
国
議
会
衆
議
院
議
事
速
記
録
５
』
一
九
六
頁
。
（
他
）
前
傾
『
帝
国
議
会
衆
議
院
議
事
速
記
録
６
』
（
東
京
大
学
出
版
会
、
一九七九年）八二八頁。
（
②
室
孝
次
郎
（
改
進
党
）
は
新
潟
県
出
身
の
議
員
で
あ
る
。
新
潟
県
の
人
々
が
反
対
し
て
い
る
理
由
は
定
か
で
は
な
い
が
、
信
濃
川
の
施
工
方
針
に
不
満
が
あ
り
、
反
対
し
て
い
る
と
推
察
す
る
。
（“）湯本家文書所収「自由・改進両党議員延期説に付書状」。
（
妬
）
「
東
京
日
Ⅱ
新
聞
」
明
治
二
六
年
一
月
一
七
日
三
面
。
［
追
記
］
本
稿
は
、
二
○
○
九
年
一
Ⅱ
法
政
大
学
文
学
部
史
学
科
に
提
出
し
た
卒
業
論
文
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
辰
一
（
“
）
加
藤
は
斉
藤
良
輔
（
改
進
党
）
か
ら
理
由
を
問
わ
れ
、
的
外
れ
の
答
弁
を
し
て
い
る
（
前
掲
「
帝
国
議
会
衆
議
院
議
事
速
記
録
６
」
八
四二頁）。
（町）水利委員は、明治二一一一年六月の水利組合条例により創設
さ
れ
た
組
織
の
組
合
員
で
あ
る
。
（銘）「時事新報」明治二六年一月十一一日三面。
（的）前掲「帝国議会衆議院議事速記録６』八三七頁。
（
、
）
前
掲
『
帝
国
議
会
衆
議
院
議
事
速
記
録
５
」
一
九
二
頁
。
た
だ
し
、
委
員
会
で
の
修
正
を
加
え
た
。
（
Ⅵ
）
前
掲
『
帝
国
議
会
衆
議
院
議
事
速
記
録
６
」
一
○
四
○
貝
。
（
〃
）
内
閣
官
報
局
「
帝
国
議
会
衆
議
院
委
員
会
議
録
明
治
編
３
』
（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
五
年
）
三
六
二
頁
。
（
門
）
原
田
敬
一
『
日
清
・
日
露
戦
争
』
（
岩
波
新
書
、
二
○
○
七
年
）
二
九
’
一
二
○
頁
。
（
別
）
前
掲
『
帝
国
議
会
衆
議
院
委
員
会
議
録
明
治
編
３
」
三
六
四
頁
。
（両）向右、三六七頁、｜
（
乃
）
前
掲
「
帝
国
議
会
衆
議
院
議
事
速
記
録
６
」
一
○
三
九
頁
。
（両）同右・
（
犯
）
前
掲
『
藩
閥
政
府
と
立
憲
政
治
」
六
川
’
六
五
頁
。 八
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